
2022 年度調査結果

1994 年から開始した「学生平和意識調査」。広島市で開催された「94 年アジア競技大

会」を前に、アジア留学生へ平和調査をおこなったことがきっかけでした。以来、日本
人学生へ、中国地方全体へと広げ、被爆 77 年を迎えた 2022 年で第 27 回目を数えまし

た。本年はさらに対象を広げ、全国で行いました。

調査日：2022 年 9 月 8 日～10 月 7 日／対象者：日本に在住する学生（専門・短大・大

学・大学院及びそれに類する学校に通う者／方法：対面とインターネット入力方式／回答
数：1734 件 ※会員 1475 件、非会員 158 件、無回答 101 件）

広島、長崎に原爆が投下された日はいつですか。

1945年８月 6日が正答
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1945年 8月 9日が正答 
 

 
 

本年は全国の学生を対象に行ったことで、昨年度より正解率が１０％以上低くなりました。
中国地方の学生の正解率が、比較的高いことが推察されます。 
 
 

 
あなたは広島や長崎の原爆資料館や死没者祈念館に訪れたことがありますか。 
 
 

 
 

広島の資料館を訪れた学生が３０％近くいることが分かります。また、両方ともないが５
４％で広島・長崎から離れるほど、足を運ぶ機会がないのだと思われます。 
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あなたは被爆者の被爆体験を直接聞いたことがありますか。 
 

 
 

約７割の学生が被爆体験を聞いたことがあるという結果に。被爆者の高齢化が進む中で、
被爆体験の継承は限られた時間との戦いです。引き続き行っていきたいと思います。 
 
 

 
核兵器禁止条約への批准国が50ヵ国を超え、本年１月22日に発効されま
した。核兵器禁止条約について知っていますか。 

 

 
 

全体の 96％の学生が核兵器禁止条約について「知っている」「聞いたことはある」と答え
ました。ロシアのウクライナ侵攻により、認知度が上がっていることが推察されます。 
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核兵器は廃絶可能と思いますか。 
 

 

本年は「核軍縮すら不可能」との項目を無くしました。廃絶可能と回答した学生が６５％
に。ロシアがウクライナへの核使用をほのめかすなど、注目が高まったことが背景にある
と思われます。 
 
 

 
あなたは、核兵器の存在についてどのように考えますか。 
 
 

 

 
「いかなる場合も認めない」を選んだ学生が７３％いることが希望です。 
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あなたは、平和に貢献する行動をしていますか。 
 

 

 
 
「行動している」が３４％と過去最高になりました。国際情勢を「自分ごと」として捉え
ていくことが大切だと感じます。 
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